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ＪＰＡＮ013株を利用して生産されたα－ガラクトシダーゼ 

に係る食品健康影響評価について 

１．趣旨 

 品目：

ＪＰＡＮ013株を利用して生産された α－ガラクトシダーゼ 

 遺伝子組換え添加物に係る申請者（申請日）：

ノボザイムズ ジャパン株式会社（令和８年６月１９日）

 食品健康影響評価の依頼に係る根拠規定：

食品安全基本法（平成 15年法律第 48号）第 24条第 1項第 14号等 

２．遺伝子組換えの概要 

 宿主：Aspergillus niger ＢＯ－１株

 導入遺伝子：

 α－ガラクトシダーゼ遺伝子（A. niger ＢＯ－１株由来）

 選抜マーカー遺伝子（A. nidulans Glasgow野生株由来） 等

 遺伝子組換えの目的：生産性向上

３．酵素の機能 

本品目は、糖類の非還元末端の α－Ｄ－ガラクトシド結合を加水分解する酵素であ

る。 

４．利用目的及び利用方法 

本品目は、植物性の食品製造において、難消化性のオリゴ糖を分解し、単糖や二糖

を生成するために利用される。用途及び使用形態は従来のα－ガラクトシダーゼと

相違はない。 

５．海外の状況 

本品目は、米国においてＧＲＡＳ制度に基づき販売されている。 

６．今後の方針 

食品安全委員会からの食品健康影響評価の結果を踏まえ、官報公告等の手続を進め

る。 
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